
の先導で登山開始です。標

高は約250メートル。足元の

小さな草花に目をやったり、

時折見える海を眺めては一

息ついたりと、一歩ずつ歩

みを進めます。ようやくた

どりついた山頂には零羊崎

神社（ひつじざきじんじゃ）

の大きな社が鎮座しており、

御神茶などを栽培する神苑

や、「もみじの杜」と呼ば

れる境内を囲むように植え

られた、たくさんのモミジ

も見ることができました。

山道約８㎞の行程ですので、

息絶え絶えといったところ

ですが、みんなで一緒に絶景を眺めた

り、お話をしているうちに、予定より

も早い３時間半ほどで全員そろってゴー

ルすることができました。

参加者の皆さんからは、「歩きやす

く初心者でも気軽に登れるいいコース

だったね」と好評価。さあ次回はどこ

の山にチャレンジしましょうか。
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みんなそろって「ハイ、チーズ」

一歩一歩踏みしめながら
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や

黄

色

に

緑

と

、

錦

絵

の

グ

ラ

デ

ー

シ
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ン

が

圧

巻

山々が赤や黄色に色づきはじめ

た10月30日、33回目を数える豊里

地区市民登山のつどいを開催しま

した。

この日は快晴に恵まれ、絶好の

登山日和。小学生からベテランの

登山家まで13人の皆さんが参加し、

石巻の湊地区にある牧山に登りま

した。

今回は整備された道を歩くコー

スだったこともあり、公民館職員
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私には福島に住んでいる小学

６年生の孫がいます。その子が

学校の授業で、「敬老の日」に

向けて書いた「おじいちゃんと

おばあちゃんありがとう」

と題した作文が、地元の

新聞で紹介されたことを、

孫の野球応援を通じて知

り合ったお母さんからの

メールで知り、とても感

動しました。

その中には、コロナ禍

で応援に行けないときも

電話で励ましてくれたこ

とがとても心強く、感謝

している様子などが書か

れていました。

今回の孫からのありがとうの

メッセージは、わずか数行の文

章ですが、私にとってはいろい

ろな思いが伝わってくる最高の

「敬老の日」のプレゼントにな

りました。そしてこの新聞記事

をわざわざ送信してくれた、お

友達のお母さんにも大変感謝し

ています。

７日(火) １０時３０分 リンパケア教室④ 公民館 柔道場

７・14日(火) ９時００分 パソコン教室 補講 会議室

９日(木) １０時００分 女性セミナー⑥ 公民館 中ホール

１６日(木) １０時００分 いけばな教室④ 平筒沼学習館

２１日(火) １３時３０分 スマホ教室 公民館 中ホール

２２日(水) １０時００分 シニアいきいきセミナー 公民館 中ホール

日 時 行 事 内 容 場 所
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離れていても、深い絆が感じられるとても素敵なエピソード

孫のメッセージに感動 梅梅梅梅本本本本 三三三三妃妃妃妃子子子子ささささんんんん（（（（下下下下町町町町））））
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三浦勝義さん宅の
”真っ赤な秋の恵み”

毎月１回さまざまな活動を行っている「とよさ

とタウンカフェ」。第９回目は、白鳥の三浦勝義

さんの畑でリンゴ狩りを体験しました【写真】。

収穫したのはフジという品種で、参加した子ど

もたちは「どのリンゴがおいしそうかな」と一生

懸命になって手を伸ばしていました。

みんなで夢中になって収穫したところ、あっと

いう間にコンテナに山盛になりましたが、三浦さ

んのご厚意で全部いただいてきました。初めての

リンゴ狩り。貴重な体験をありがとうございまし

た。そして、とってもおいしかったです。


